任意後見受任者事情説明書
※　この書面は，必ず任意後見受任者自身が作成してください。

あてはまる項目の☐に☑印を付け，空欄には実情を記入してください。
記入年月日：平成　　年　　月　　日      任意後見受任者氏名：　　　　　　　　　　印
１　あなたが該当するものに☑印を付けてください。
· 未成年者である。
· 家庭裁判所で成年後見人・保佐人・補助人を解任されたことがある。

· 破産手続開始の決定を受けたが，免責許可の決定を受けていない。
· 本人に対して訴訟をしている，又はしたことがある。

· 配偶者や直系血族（親，子，祖父母等）が本人に対して訴訟をしている，又はしたことがある。

· 上のいずれにも該当しない。
２　身上・経歴等
（１）あなたの家族を記入してください。
	
	  　氏　　　名
	 年齢
	 続柄
	 　　職業（勤務先，学校名）
	 同居・別居

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（２）あなたの経歴（最終学歴，職歴等）を記入してください。
	
	年月日
	最終学歴・主な職歴
	備　考

	
	　・　・
	 最終学歴（　　　　　　　　　　　　　）を卒業
	

	
	　・　・
	
	

	
	　・　・
	
	

	
	　・　・
	
	

	
	　・　・
	
	


（３）あなたの健康状態について記入してください。
　　　□良好である。　　　　　　
　　　□良好ではない。
　具体的内容
（４）あなたの経済状態について記入してください。
　　①　収入　　年収　約　　　　　　万円
             ※あなたの収入だけでは生計を維持できない場合
生活費を負担している人の氏名　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　
負担している人の年収   約　　　　　　万円
②　資産　不動産　□無　 □有（□自宅　　□それ以外　                        ）
                 預貯金　合計約　　　　　　　万円

　　　　　　　株式・国債等　□無 　□有
     ③　負債
	借入先
	借入目的
	負債額

	
	
	万円

	
	
	万円


    ④　あなたが本人のために立て替えて支払ったものがあれば，その金額，内容及び
　　 　その返済を求める意思について記入してください。
	内　容
	金　額
	返済を求める意思
	資料の有無

	　　　　　　　　
	円
	□有　 □無
	□有 □無

	　　　　　　　 
	円
	□有   □無
	□有 □無


３　本人に関する今後の方針や計画について
（１）身上監護の方針や計画（今後の生活の拠点，必要となる医療や福祉サービス，身の回りの世話等）を具体的に記入してください。




（２）財産管理の方針や計画（大きな収支の変動，多額の入金の予定があれば，その管理方針等）を具体的に記入してください。
※ 未分割の遺産がある場合は，申立書式中の「遺産目録」に，遺産の内容を記入し，申立書とともに提出してください。
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